














































 



アマパ州の氾濫原における森林資源の持続的利用インタビュー 

2008 年 11 月 30 日 

庄司 修 

１． インタビュー内容報告 

２． インタビュー結果要旨 

 

１．インタビュー内容報告 

本邦研修員ノナット氏 

 

日本の技術優位性 

本邦研修で学んだ新しい技術や指導方法を取り入れ、具体的に次のように取り組んでい

る。 

①：カリキュラム作成に当って作業の段取り、目標を明確にするようにする。 

②：課題作品の製作に当って事前に模型（モデル）の製作を行い課題のテーマを明確に

する。 

③：乾燥材を使う。 

④：木の特性について：例えば白太と赤身の違い。 

⑤：作業の内容を CD に記録し、いつでも参照できるようにする。 

⑥：技能五輪を目指す 

⑦：奨学金を与える（最低賃金） 

等、実際に物を作りながら実習すると言う本邦研修の研修実績を元に新しくカリキュラ

ムを組み換え実施している。 

 

本邦研修 

研修のレベルは私自身にとってもとても有益だった。タイミングも良かった。 

木工の技術だけではなく、日本の文化も習った 

例：バスで移動中、学生が窓から空き缶を捨てた。→バスを止めて拾いに行かせる。 

 掃除を定期的に行う。 

 

インパクト 

来年、コースの期間を、30 日から一年にする。定員も 10 名とする。 

運営の方法としては訓練期間は一年だが、６ヶ月ごとに次の受講生を募集する。 

その効果としては、先輩が後輩の面倒を見る事で、コミュニケーションを取ることの重

要性や、技術を繋げて行く重要性を認識することに期待する。 

来年から新しい学生を募集するときに「やる気」や、「前向き」な学生を事前に選考し

てから研修させる。その理由は、今までは、ある程度技術の研修が終了すると中途退学



する学生が多かった。これが SENAI の評判をおとす原因になっている。（家具会社では

このような学生は使い物にならないと考えている。） 

また、家具組合と提携して優先的に SENAI の卒業生を採用してもらうように交渉してい

る。また、家具組合もそれを望んでいる。 

 

自立発展性 

SENAI の学生にも新しいカリキュラムは評判が良い。 

SENAI での研修では１７項目の講義があるが、講義だけでは学生は飽きてしまうので、

講義と実技を交互に行う方法を取りたい。 

次回の受講生は女性１０名、男性１名。女性が増えてきた理由は小物の生産が増えて来

た為に女性でも製作に従事できること。金銭的に余裕がない家庭が多いために女性も生

産に従事しなければならなくなって来たことが予想される。 

そこで、研修で実習した技術は SENAI でも有効であり、カリキュラムに反映させたい。 

 

今後会社の労働条件や設備が改善されて行くのかの問いに対して： 

非常に難しいと思う。しかし、これより悪くはならないであろう。 

卒業生のモニタリングを行っている。その結果、卒業生の就業率は約３０パーセント。 

理由としては、会社は怪我を恐れて製作をやらせないこと。 

雇用主は労働契約を結びたがらない。その理由は、雇用主は社会保険を払いたくない。

あるいは払う余裕がない。また、裁判を起こされれば負けるのが分かりきっている。労

働者側は、歩合制を好む、等の理由が挙げられる。そこで、SENAI では卒業生に対して、

次のようなことを勧告している。 

・組合を作る 

・低価格の機械（大型の機械ではなく、電動工具のような小型のもの）を分割払いで購

入する。 

・学んだ技術を後輩に教える、など。 

 

 

SENAI マルシリオ・オリベイラ氏 

家具協会に行って作品を見ると、大変良いものがある。 

加藤氏の仕事に感心している。 

当、プロジェクトは良い方向に向かっているので、このまま続行したい。 

 

家具組合会長 ジョゼ・ゴイス氏 

この講座の受講生が製作した物は以前製作した物と比べればその違いが良くわかる。ま

た、雇用主がその良さを生かしていないこともよくわかる。 



何を学んだかを作品に反映させなければ意味がない。 

古い技術で物を作ると限界がありよい物には仕上がらない。 

まだまだ良い材料がたくさんあるので、違法材を早く合法材に変えるよう努力したい。 

ホビーニョは加藤氏が教えたことをよく理解し、物つくりに生かしている。後継者育成

のために彼には後進の育成に当たらせたい。 

木工団地に企業を集め（２０社）、資金を確保する。JICA の講座の受講生を優先的に採

用する。 

 

SENAI の 2 人を中心に後進の指導をお願いする。 

州の経済開発特別局に、できれば JICA とのプロジェクトを続行するように働きかけて

いる。 

 

家具職人 

ホビーニョ氏 

このプロジェクトはとても有益だった。 

技術だけではなく、物を作るときの考え方、段取りの仕方を学んだ。これらは現在、製

品を作るときに、役立っている。 

この講座については、もっと家具協会が、協会員にアピールすべきだった。とてもよい

講座だったので残念だ。 

オーナーがこのプロジェクトの良さを認めて参加させてやらないと従業員もしり込み

してしまう。 

政府も非協力的だった。 

 

家具職人 

マイケル氏 

品質が良くなった：仕上げにサンド・ペーパーをかけたり、板の接着面の作り方等。 

冶具を使って安全に作業するようになった。 

良い物を作るために考え方が変わった。 

ホビーニョが良く面倒を見てくれる。自分も学んだことを他の人に伝えてゆきたい。 

 

家具職人 

ベネディト氏 

13 歳の時から 23 年木工をやっている。 

今までは形ができればそれで良いと思っていた。しかし、講座に出てからは、考え方が

変わった。 

①：材料の選び方。木目の選び方。木目の方向。端材の使い方。 



②：段取りに時間がかかるが、うまく出来るとお客が喜んでくれる。 

③：木ねじは今でも使っている。単価のため。 

④：学生はすぐにやめて行く。 

⑤：学校の方針で一度に沢山のものを作れない。 

⑥自分は講座で学びたいことがまだまだ沢山ある。 

 

家具職人 

バウジー氏 

木工歴 18 年 

今までは独学でやって来たが、木の選び方、木目の合わせ方など役に立つことが沢山あ

り、全体に良いコースだった 

今では、釘を使わないようにしているので製品の品質も上がった。 

何よりも経済的に良くなった。 

何故回りの状況が良い方へ変わったのかの問いに対して： 

講座で学んだことが正しいことだから。 

講座の出席が悪い訳は？ 

反対派がいたり、オーナーが前向きではなかったことがその原因であると思う。 

州政府も非協力的だった。 

スケジュールが昼間だったので、仕事との兼ね合いで参加できないことが多かった。 

いまは、家具協会の会社も考え方も変わってきた。 

また、職人も考え方を変えて行かなければならない。 

このプロジェクトは良いものだったが、次はもっと良いプロジェクトを望みたい。 

 

家具職人 

アントニオ氏 

木工歴１１年。他の従業員は 8 人。 

講座では家具のサイズの決め方、寸法の取り方、三角関数など新しい役に立つ方法を学

んだ。仕事の関係で全部の回参加できなかった。 

いい物作りのためにも雇用主の理解が重要だ。 

職人には良い技術が学べるので機会があればもっと出たい。 

また、他の会社数件から引き抜きの勧誘が有った。 

講座の前と後で製品に違いが有るかの問いに： 

材質、木目、色などの品質が上がった。 

釘を使わないようにする（今までの５０％くらいにしている）。 

釘を使うと表面に傷が残るので見苦しいから。 

 



２．インタビュー要旨 

 

本邦研修員ノナット氏 

本邦研修後は当、研修での実習で得た経験を SENAI での実習にも積極的に取り入れ、

家具協会等の要望に答えられるような人材育成が出来るカリキュラム作りを行ってい

る。研修後の新しい講義や教育方法も学生たちにも受け入れられる状況になってきた。

新しい職業訓練のための手法が出来始めたと言える。 

 

SENAI 理事長 マルシリア・オリベイラ氏 

家具組合会長 ジョゼ・ゴイス氏 

SEICOM 局長 セバスチアーノ・マッシモ氏（インタビュー録なし） 

上記の３氏は共に当講座を高く評価し、特に家具の品質が良くなったことを上げてい

る。 

特に、ゴイス氏は州の経済開発特別局に働きかけていると、話している。 

また、後継者育成のためにも同様の講座を継続して行く重要性にも言及し、社内では、

当講座受講生に後進の指導に当たらせている。また、CADIMA には木工団地のための企

業を誘致している。 

 

家具職人 

インタビューした５人は、全員、当講座を評価しており、講座で得た知識や技術が家

具製作に役立つものであり、品質を上げるためには無くてはならないものとしている。 

また、現在では習得した技術やモノ作りの考え方を実際に製作の中で活用している。 

実際の製品も材料の選別に気を使っている点や、新しい技術を本格的に取り入れている

点など、製品レベルも少しづつではあるが確実に上がっている。 

施設の不備など改善されるべき点はいくつかあるが、製作者の意識に製品レベルを上げ

て競争力をつけることが重要であるとの認識が出てきたことは、今後の家具生産に明る

い方向性を提供していると言える。また、獲得した技術を発展継承して行くだけの能力

は十分にあると考えられる。 

一方、参加に際して、雇用主の理解が得られず中途半端な取り組みになったことを批判

している。 

また、講座が継続して開催される事に期待を寄せている。 
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